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正解率が得られたと考えられる。

　このように，丁寧に段階を踏んで，問題解決のた

めのスキーマを生徒自身が形成できるような指導を

行えば，教師が考えるよりも優れた力を生徒は発揮

することが分かる。このようなスキーマの形成は，

一人一人の内部において行われるものであり，その

形成過程は一人一人異なる。したがって，適切なス

キーマの形成を手助けするための方策として，各大

単元の指導過程に，「その単元の学び方」について教

師がガイダンスする時間を位置付けることが，適切

なスキーマの形成にとって有効であると考える。

ª　「学習調査」結果の再分析

　ＮＲＴ成績と「総合的・発展的な学力試験」成績を

比較して，ＮＲＴ成績の方が良いグループをグルー

プ（Ｎ），「総合的・発展的な学力試験」成績の方が良

いグループをグループ（Ｓ）として分析を進めた。さ

らに，「総合的・発展的な学力試験」成績による３つ

の学力層Ａ層，Ｂ・Ｃ層，Ｄ・Ｅ層によって，グ

ループ（Ｓ）を３つのグループＡ（Ｓ），Ｂ・Ｃ（Ｓ），

Ｄ・Ｅ（Ｓ）に分けた。同じように，グループ（Ｎ）も

この３つの学力層によって，３つのグループＡ（Ｎ），

Ｂ・Ｃ（Ｎ），Ｄ・Ｅ（Ｎ）に分け，それぞれのグルー

プの特徴について分析した。ただし，Ａ（Ｎ）に該当

する生徒が１名しかいないため，Ａ（Ｎ）は分析対象

から外すことにした。

　グループ（Ｓ）は「考える」という学習態度を重視す

る傾向が強い。その反面，Ａ（Ｓ）を除いた残りのグ

ループ（Ｓ）の生徒たちは，グループ（Ｎ）の生徒たち

と比べ知識を定着するための努力が苦手であり，そ

の結果，自分の学力に自信が持てないでいることが

分かった。しかしながら，グループ（Ｓ）の生徒たち

は，学力の向上にとって大切な「考える」態度を身に

付けているのだから，基本的な知識を定着するため

の努力を行えば，大きく学力の向上が図れる可能性

を秘めているとも言える。しかし，このグループ

（Ｓ）は学ぶ意義を重視する集団であるから，単にド

リル的な学習量を増やすだけでは，逆に彼らを「学

びの場」から逃避させてしまう結果となる。した

がって，グループ（Ｓ）の生徒たちの学力の向上を図

るためには，楽しく「考える」場面を取り入れながら

学習の意義をとらえさせることによって，知識の定

着のための努力を促すことが必要である。

　一方，グループ（Ｎ）は，知識の定着のための努力

はできるが，「考える」ことを避ける傾向が見られる。

したがって，グループ（Ｎ）の生徒の学力の向上を図

るためには，彼らに「考える」ことを楽しむような学

習態度を育成する必要がある。

　以上のことから分かるように，どちらのグループ

であっても，単にドリル的な学習量を増やすだけで

は学力の向上は図れない。学力の向上を図るために

は，授業の質の改善を図ることを避けて通ることは

できない。すなわち，生徒自身が学ぶ意義を求め，

それを明確にできるような活動を取り入れ，生徒自

身が「学びの文脈」を作り上げ，学ぶ目標を持つこと

ができたならば，学習の過程で避けることができな

い努力から逃避することはないと考える。


